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低温 中級技術シ リーズ14

接 着 剤 の 剥 が し 方

岐阜大学工学部 中 尾 一 宗 苦

接着剤 の剥 が し方 はどんな本に も書いてない。 どんな方法が最善であるかは、 それぞれの接着剤 と被

着体 の組合せ、および被着体 の破損 の可否(被 着体を回収、再使用するかどうか)な どによって決るの

で、一般論はない。接着剤の剥が し方は多分そのメーカーの研究者が最 も詳 しいので、その人 に聞 くの

が最 もよいと思 う。 次に著者 の経験を もとにして、接着剤の剥が し方の例を簡単 に紹介す る。

1.水 、 熱水、水蒸気

水で剥がすことがで きれば、最 も簡単で、紙な どを除いては被着体に被害がないので、回収、再使用で

きる。

1-1.水 溶性接着剤

水溶性接着剤 は水または熱水に とけるので、水、熱水、水蒸気 などで剥がす ことができる。次に主な接

着剤を上げる。デ ンプン、デキス トリン、ア ラビヤゴム、膠、 ポ リビニル アル コール(PVA、 ポバー

ル)、 ポ リビニル ピロ リドン(口 紅型接着剤)、 水ガラス(珪 酸 ソー ダ)な ど。

1-2.非 水 溶性接着剤

接着剤 の大 多数は水 にとけ ないが、水で剥がれるものが多い。実は接着剤 の最大 の泣 き所は水に弱 いこ

とである。工業材料の大 多数は極性材料 である(金 属、ガ ラス、セラミックス、木材、紙、繊維、皮:革、

プ ラスチックおよびゴムの大 多数)。 極性材料を接着するために、接着剤の大多数は大 きな極性を持 っ

ている。 これ らの極性物質は水案結合を作る ものが多いが、その水素結合によ り表面に水を吸着、吸収

し易 い。 したがって、極性材料を極性接着剤で接着 した場合 には、沸騰水中に浸漬す ると、水が接着界

面に浸透 し、瞬間的または数時聞で剥がれる。室温の水に浸漬 した場合、剥がれるのに半年や1年 もかかる

もので も、沸騰水中では数時間で剥がれる場合がある。水蒸気 に曝 して もよい。無極性材料 は極めて少 い。

次 に主な ものを上げる。天然 ゴム、ポ リエチ レン、ポ リプ ロピレン、フ ッ素樹脂、 シリユーンな ど。無

極性接着剤 も極めて少 い。主な ものに次がある。天然 ゴム、 シリコー ンRTV(室 温 硬化型 シリコー ン

ゴム)、 シリコーン粘着剤 など。

この方法は、シ リコーン系接着剤、ポ リエチレン系接着剤、ゴム系接着剤 を除き、効果 の大小 の差は

あるが 、ほ とん どすべての接着剤に有効である。 たとえば、瞬間接着剤、 エポキ シ樹脂、 ナイ ロンな ど

でガ ラスや金属を接着 した ものは、沸騰水に浸漬すれば簡単 に剥 がれる。酢酸 ビニル樹脂 も、尿素樹脂 も

水 に弱い。

2.溶 剤

溶剤で剥がす方法 も、適当な溶剤があれば、被着体 に無害な場合 にはよい方法である。

菅 本学基礎工学部、理学部非常動講師。学内連絡先 基礎工学部 畑田教授室(豊 中4530)
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2-1.熱 可 塑性樹脂系接着剤

無定形 のものは普通の溶剤 にとけるが、結晶性 の ものは、高温か、特殊 な溶剤 に しか とけない。次 に

主 な溶剤 を上げる。

(1)瞬 間接着剤(シ アノアク リレー ト)一 アセ トンにとけるものととけないものとある。 アセ トン

に とけないものは、ジメチル ホルムア ミ ド(DMF)、 ジメチルスル ポキシ ド(DMSO)な ど

の強い溶剤 にとける。 ただ し、皮膚障害 に注意すること。

(2)酢 酸 ビニル樹脂 一 メタノール、酢酸エチル、 アセ トン、 クロロホルム、 トリク レン、ベ ンゼ ン、

ジオキサ ンなど。

(3)塩 化 ビニル ー 酢酸 ビニル共重合体 一 メチル手チルケ トン(MEK)、 テ トラヒ ドロフラン、

酢酸 メチル など。

(4)エ チ レンー酢酸 ビニル共重合体(EVA)一 シクロヘキサ ン、 トルエ ン、ベ ンゼ ンなど。

(5)共 重 合無定形 ナイロン ーMEK、 水 とメタノールの混合液な ど。

⑥ 結晶性 ナイロン(ナ イ ロン11、12) .一 フ ェノール、 レゾルシノール(悪 臭あり)。

⑦ アクリル系接着痢 一 塩化メチ レン、二塩化エチレ ン、 トリクレン、パークレン、酢酸 メチル、

酢酸エチル、MEK、 アセ トン、 トルエン、DMFな ど。ただ し、共重:合の組成により、以上の

どの溶剤に とけ るかは分 らない。

2-2.ゴ ム系接着剤

ゴム系接着剤 には非加硫型 と加硫型 とがある。非加硫型の ものは溶剤 にとける。 加硫型の ものは溶剤

にとけな いが、膨潤す るので、その程度により剥がすことがで きる。次に主な接着剤 と溶剤 を上げる。

(1)天 然 ゴム ー ガソリン

(2)ク ロ ロプ レンゴム ー トルエン、 トリクレン、MEK、 シ クロヘキサ ン、酢酸エチルなど。

(3)ニ トリルゴム ー 酢 酸エチル、MEK:、 ク ロロベ ンゼ ンなど。

2-3.熱 硬 化性樹脂系接着剤

エポキシ樹脂、 フェノール樹脂な どの熱硬化性樹脂 は一般 に溶剤に とけ ない。 しか し、溶剤 によ り膨

潤 する場合 には、 剥 がす ことができる。 ま た、DMFやDMSOの よ うな強い溶剤 でとける場合があ

る。ポ リウレタ ンはDMFで とける。

2-4.粘 着 テープ

(1)天 然 ゴム系粘着剤 一 ガソ リン

(2)ア ク リル系粘着剤 一 塩化 メチ レン、二塩化 エチ レン、 トリクレン、パークレン、酢酸エチル、

酢酸 メチル、MEK:、 ア セ トン、 トル エン、DMFな ど。

(3)シ リコーン粘着剤 一 ガソ リン、n一 ヘキサ ン、 トリク レン、パークレン、 トル・エ ン、ベ ンゼン

な ど。

3.ア ルカ リ水溶液

苛性 ソーダの水溶液に浸漬 して長時間加熱す ることにより、多くの接着剤を剥がす ことができる。ただ

し、被着 体を回収、再使用す る場合、アルカ リに侵 され るもの には適用できない。 ガラスの場合 には長

時間に なると、曇 った り、 ヒビが入?た り、最後 には割れ る。
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4.苛 性 ソーダの メタノール飽和溶液

室温で数 日浸漬す る。加摯 してはならない(加 熱は効果が著 しいが、火災の危険がある)。 液が目に

入 ると失 明す る。多 くの接着剤を剥 がすことができる。ただ し、有機物を分解す る作用やガ ラスを侵す作

用が強いので、被着体が侵される場合には回収、再使用はできない。

5.加 熱溶融

加熱す ると溶融す る接着剤は、加熱に より剥 がす ことができる。

5-1.熱 可塑性樹脂

次 に主 な接着剤を上げ る。酢酸 ビニル樹脂(60℃ 以上)、 塩化 ビニルー酢酸 ビニル共重合体(100

℃以上)、 嫌気性接着剤(剥 がせるタイプと剥 がせないタイプがある)、 シアノア クリレー ト(100℃ 以

上)、EVA(150℃ 以 上)、 ナイロン11、12、 共 重合ナイロン(200℃ 以 上)、PVA

(150℃ 以上)。

5-2.ゴ ム

非加硫型接着剤は加熱によ りとける。 次に主な ものを上 げる。天然ゴム(50℃ 以上)、 クロロプ レ

ンゴム(80℃ 以上)。

5-3.熱 硬化性樹脂

熱硬化性樹脂で も加熱により軟化する ものは剥 がすことがで きる。たとえば、エポキシ樹脂(100℃

以上)、 ポ リウ レタ ン(組 成 によ り軟化温度は異なる)。

5-4.粘 着 テープ

天 然ゴム系(50℃ 以上)、 アクリル系(50℃ 以 上)、 シ リコーン系(150℃ 以 上)。

6.加 熱 分解

多 くの接着剤は2QO℃ 以 上で加熱す るこ とにより酸化分解が起る。金属忌ガ ラス、セラ ミックスな

ど高温 で被害を受けない材料には適 用でき る。なお、極 めて高温で処理す ることにより完全 に分解除去

できる(た とえばバ ーナーで焼 く)。200℃ 以上に耐え る接着剤 はシ リコーン、ポ リイ ミ ド、ポ リマ

ー ア ロイ型接着剤(航 空宇宙用 λ、セ ラミック、ある種 のエポキシ樹脂な ど特殊な耐熱性接着剤 だけで

ある。

7.市 販エポキシ樹脂は くり剤

エポキ シ塗料 のは くり剤が塗料 メーカーか ら発売 されてい る。成文は不 明。

8.は くり後、被着体表面に付着残存 した接着剤の除去、清掃

以上 にのべ た1～7ま での方法の他に、次 の方法 も利用できる。

8-1.研 磨 一 サ ン ドペーパ ーなどで研磨する。

8-2.・ プ ラズマ処理 一 アモル ファス ・シリコン用、LSIの フオ トレジス トのエ ッチ ング用な どの

プラズマ装置を用いて、被着体表面上 の緩着剤をプラズマによ り分解除去する。IC

やLSI表 面 の清掃 に用い られている。 、

9,未 硬化接着剤の清浄用溶剤

接着剤を使用す る時に、容器や、被着 体の余 分の場所 に付着 した未硬化状態の接着剤 を溶剤で清掃す

る。次 に主 な接着剤 と溶剤を上 げる。フ ェノール樹脂(MEK、 ジオキサ ン)、 エポキシ樹脂(MEK:)、

ウ レタン(酢 酸工「チル)、 瞬間接着剤(DMF、 アセ トン、MEK:)、 酢酸 ビニル樹脂(メ タノール、
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酢 酸 エ チ ル)、 塩 化 ビニ ル ー 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂(MEK)、 酢 酸 ビ ニ ル ・エ マ ル ジ ヨ ン(水)、 ク ロ ロ プ

レ ン ゴ ム(ト ル エ ン、n一 ヘ キ サ ン、 シ ク ロ ヘ キ サ ン)、 ニ ト リル ゴ ム(ト ル エ ン 、MEK、 アセ トン)、

粘 着 テ ー プ(ト ル エ ン)。

低 温 工 学 イ ブ ニ ン グ セ ミ ナ ー
(昭 和59年 度、一部開催済)
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荻 野 治 三 菱 電 機

岡 崎 治 大 同 酸 素

佐 治 吉 郎 神戸商船大学

尾 形 久 直 日立 製 作 所

四 谷 任 府 立 工 研

玉 田 紀 治 電 総 研

花 田 卓 爾 テ イ サ ン

橋 本 娩 洲

倉 岡 泰 郎

仁 田 旦 三

中 村 員 明

小 林 久 恭

大 西 利 只

伊 藤 大 佐

岩 田 章

東京工業大学

ほ く さ ん

京 都 大 学

アイシン精機

日 本 大 学

電 総 研

東 芝

川 崎 重 工 業

講 義 題 目

低温用材料の熱的特性とその測定技術

液化冷凍サイクルの解析

低温液化ガスの貯蔵 と輸送

超電導電磁推進船

液体ヘ リウムの熱伝達

超電導薄膜とその応用

極低温装置の自動制御

水素、ヘ リウム液化機および関連機器の製作

上の問題

磁気冷凍機開発の現状

FRρ デュワー(FRP材 料の低温特性 とデ

ュワーの熱解析)

超電導応用電力機器

逆スター リング冷凍機概要

加圧超流動ヘ リウムの伝熱機構と冷却応用

パルス超電導マグネットの研究開発

超電導磁石の交流損失による超電導破壊

低温液体の管内流動特性(と くにSHEを 中

心として

開催時間、場 所等 のお問合せは低温セ ンター吹田分室 山本純也(電 話内線4106)に お願

い します。(講 師 の都合により開催 日の変更、セ ミナーの追加 もあります)

'
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